
次世代のクルマづくり
研究セミナー

主催：栃木県・とちぎ自動車産業振興協議会

第2回

電動化や自動運転をはじめとする次世代技術の開発が加速するなど、自動車産業のビジネス環境が大
きく変化する中、地域のものづくり企業にとっては、変化を的確に捉え、強みを生かした事業展開を進
めていくことが大切になってきます。
今回のセミナーでは、完成車メーカー、部品メーカー、産業支援機関からそれぞれ講師をお招きし、
電動化への対応等についてお話しいただきます。

別紙「参加申込票」に必要事項をご記入の上、2月3日(木)までにメールまたはFAXでお申込みください。
栃木県産業労働観光部工業振興課 ものづくり企業支援室
E-mail:jidousha@pref.tochigi.lg.jp TEL:028-623-3249 FAX:028-623-3945

お申込み
お問合せ

Nissan Intelligent Factory
～アリアから始まる未来のクルマづくり～

講師：菊池 英司 氏 [日産自動車㈱ 栃木工場 理事 工場長]

講師：伏島 利行 氏 [㈱タツミ 代表取締役社長]

自動車部品メーカーにおける電動化対応

講師：岩下 隆 氏 [(公財)栃木県産業振興センター マネージャー]

自動車部品製造業の環境変化と
ものづくり企業に求められる方向性

令和4(2022)年
日 時

13:30-16:00月2月7日 オンライン
(Zoom 使用)
参加無料

令和3(2021)年度

県内ものづくり企業、産業支援機関等対 象

13:35～
第1部

14:20～
第2部

15:05～
第3部

新型EV「アリア」の市場投入に合わせ、栃木工場で本格稼働が始まった「Nissan Intelligent 
Factory」。最新の生産システム導入によって、クルマづくりは今後どう変わっていくのか。
導入の狙いや今後の展望などについてお話を伺います。

脱炭素を背景とした電動化の急速な進展は、エンジン関連部品メーカーの事業環境にも大きな
影響を与えつつあります。環境変化に対応し、更なる飛躍を目指そうとする取組の一例として、
タツミ様の事例を紹介します。

産業支援機関の自動車担当マネージャーとして多くの企業と意見を交わしてきた岩下氏。
完成車メーカーや大手サプライヤーでの経験も踏まえつつ、自動車部品製造業の環境変化を
読み解き、ものづくり企業に今後求められる方向性について考察します。


